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1. はじめにお読みください 

WinActorとは？ 

WinActorは、Windows上で動作するアプリを、あなたに代わって操作してくれるソフトウェア型のロボットです。コン

ピュータの中に「WinActor」という見えないロボットがいて、作業を代行してくれるイメージです。 

 

 NOTE 

▪ あなたの代わりに、コンピュータの中にいる見えないロボットが作業を行ってくれる仕組みを、RPA（Robotic Process 

Automation）といいます。RPAは、「デジタルレイバー（Digital Labor）」や「仮想知的労働者」とも呼ばれています。

WinActorは、この RPAの仕組みに準拠したソフトウェア型のロボットです。 

シナリオとは？ 

WinActorに代行してもらいたい一連の作業をまとめた、WinActor向けの手順書です。 

シナリオは、WinActor フル機能版で作業内容を記録・編集・保存して作成します。作成したシナリオは、「.ums○」と

いう拡張子のファイルになります※。 

作成したシナリオファイルは、自分で使うだけでなく、他のWinActorユーザに配布することもできます。 

 

※○にはWinActorのメジャーバージョンの数字が入ります。 

WinActor フル機能版／実行版とは？ 

WinActorのライセンスの種別です。 

フル機能版ライセンスをお使いの場合は、シナリオの作成・実行どちらも可能です。 

実行版ライセンスをお使いの場合は、配付されたシナリオをWinActorに読み込み、実行することのみ可能です。 
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WinActorの活用フロー 

WinActorの基本的な活用フローは、次のとおりです。 

①  自動化する作業を決める 

今の業務の中から、自動化する作業を決めます。 

自動化できそうな作業を書き出し、自動化で期待で

きる効果や導入のしやすさなどを分析します。 

 

② 自動化する作業の手順を書き出す 

自動化する作業の手順を書き出します。 

複雑な手順は、フローチャートにします。 

 

③ WinActorでシナリオを作成する 

1：操作を記録する 

書き出した作業手順に沿って PCを操作し、

WinActorで記録します。 

シナリオの材料が自動生成されます。 

 

2：シナリオを編集する 

自動生成した材料を並べ替えたり、記録できない動

作を追加したりして、シナリオを編集します。 

作成したシナリオを実行して動作を確認し、うまく動

作しない箇所は修正を行います。 

 

④ WinActorでシナリオを実行する 

作成したシナリオをWinActorで実行します。 

WinActorが、自動で作業を実行してくれます。 
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マニュアルの使いかた 

 

初めて使うので、基本的な操作や画面について知りたい 

 

インストールの手順が知りたい 

「WinActor 取扱い説明書」を参照 

起動・終了などの基本操作や画面・機能が知りたい 

「2.基本操作」（p.9）へ 

シナリオを作成・編集したい 

 

初めてシナリオを作成する 

「シナリオ作成の基礎知識」（p.17）へ 

操作を記録する手順が知りたい 

「操作を記録する」（p.24）へ 

個々のシナリオ編集機能の詳細が知りたい 

「シナリオを編集する」（p.39）へ 

シナリオ作成のフローや手順の詳細が見たい 

作業をシナリオ化するためのアイディアが欲しい 

「WinActor シナリオ作成実践の手引き」を参照 

シナリオを実行したい 

 

配付されたシナリオを実行したい 

「4.シナリオを実行する」（p.85）へ 
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マニュアルの表記 

メニュー・項目名などの表記 

▪ 本マニュアルに掲載している画面はすべて、WinActor ver.6.2 フル機能版のものです。機能や手順については、

フル機能版をもとに解説しています。 

▪ メニュー／項目名／機能名／タブ／ボタンは［］で囲んで表記しています。 

使用しているマーク 

本書で使用しているマークは、次のとおりです。 

マーク 説明 

 

操作を行う上で、注意が必要な情報です。 

 
操作を行う上で、ヒントやポイント、参考になる情報です。 

製品名の略称について 

本書で使用している製品名を、次のように略記しています。 

製品名称 本文中の略記 

Microsoft® Internet Explorer® Internet Explorer、IE 

Microsoft® Office Office 

Microsoft® Excel Excel 

Google Chrome Chrome 
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2. 基本操作 

WinActorの基本的な操作と画面構成について説明します。 

インストールする 

お使いの PCに、WinActorをインストールしてください。 

WinActorのインストール手順については、「WinActor 取扱い説明書」を参照してください。 

WinActorを起動する 

起動方法には以下の 2通りがあります。 

アイコンから起動する 

1. デスクトップの  をダブルクリック 

WinActorが起動し、操作画面が表示されます。 

シナリオから起動する 

1. シナリオファイルをダブルクリック 

WinActorが起動し、操作画面が表示されます。 
操作画面に、クリックしたシナリオが表示されます。 
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各画面の機能と役割 

WinActorには、複数の操作画面があります。ここでは、それぞれの画面の機能について説明します。 

 重要 

▪ ここではフル機能版をもとに説明します。実行版は、画面の構成が一部異なります。 

全体 

WinActorは、メイン画面と 6つの機能画面（フローチャート／変数一覧／データ一覧／ログ出力／監視ルール一覧

／イメージ）、２つのオプション画面（メール管理／ブレイクポイント一覧）で構成されています。 

 

 NOTE 

▪ 各画面の位置やウィンドウサイズは変更可能です。 

▪ WinActor を終了・起動しても、画面の状態（表示/非表示、サイズ）は保存されます。 

▪ メイン画面を最小化すると、WinActorのアイコンがタスクバーに表示されなくなります。その場合、次の手順でWinActor

が再表示されます。 

①タスクバー右端の△アイコンをクリック 

②タスクトレイのWinActorアイコンをダブルクリック 

 

▪ 監視ルール一覧画面とイメージ画面について、詳しくは「WinActor_操作マニュアル」を参照してください。 
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❏ 機能画面を非表示にする 

6つの機能画面および２つのオプション画面は、自由に表示/非表示を切り替えることができます。 

1. 画面右上の［×］をクリック 

画面が非表示になります。 

❏ 機能画面を表示する 

1. ①メイン画面の［表示］をクリック 

②プルダウンで表示したい画面名をクリック 

クリックした画面が表示されます。 

 

メイン画面 

シナリオの編集・記録・実行をします。 

 

No. アイコン ボタン名 機能 

1 

 

シナリオ実行ボタン シナリオを実行します。 

2 

 

記録ボタン 操作を記録します。 

ボタン右横の▼をクリックすると、記録モードを選択できます。 

3 

 

記録対象アプリケーション選
択ボタン 

操作を記録する前に、記録の対象となるウィンドウを指定します。 

ボタン右横の▼をクリックすると、記録の対象にするウィンドウをリストから
選択できます。 
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フローチャート画面 

シナリオを編集します。 

 

 

No. 

アイコン ボタン名 機能 

1 

 

プロパティ表示ボタン ノードのプロパティ画面を表示します。 

プロパティ画面は、ノードを直接ダブルクリックしても表示されます。 

2 

 

イメージ表示ボタン ノードを記録したときのキャプチャ画面を表示します。 

3 

 

元に戻すボタン 操作を１つ戻します。 

4 

 

やり直すボタン 戻した操作を１つやり直します。 

5 

 

イメージ管理ボタン イメージ管理画面を表示します。 

イメージ管理画面には、ノードを記録したときのキャプチャ画面がすべて
登録されています。 

6 

 

ウィンドウ識別ルールボタン ウィンドウ識別ルール画面を表示します。 

ウィンドウ識別ルール画面では、シナリオ実行時に操作対象アプリの画
面を識別するためのルールを定義しています。 

7 

 

シナリオ情報ボタン シナリオ情報画面を表示します。 

シナリオと一緒に保存される編集者、保存日、有効期限、試用期限、備
考などの情報が確認できます。 

8 

 

フローチャート画像出力ボタン フローチャートの全体図を画像として出力します。 

出力画像の倍率は、フローチャートの表示倍率に準じます。 

9 

 

タブ追加ボタン フローチャートに新しいタブを追加します。 

 NOTE 

▪ アプリケーション操作を記録するときは、フローチャート画面を小さくし、取得対象の画面に他の画面が重ならないように

配置しておくと、以降の作業がしやすくなります。 
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シナリオ情報画面について 

各種タブから設定を確認したり、変更することができます。 

ライセンス種別が実行版の場合は参照のみ可能です。 

 

 

 

No. タブ名 機能 

1 基本設定タブ 最終編集情報、シナリオの有効期限、シナリオの試用期限などを表示します。 

2 パスワードタブ シナリオパスワードの変更ができます。 

3 時刻タブ 日付形式、タイムゾーンの指定ができます。 

4 その他タブ 「変数値の文字数を制限する」「実行抑止状態を保存する」などの有無を設定できます。 

 NOTE 

▪ 詳しくは、「WinActor_操作マニュアル」の「5.11 シナリオ情報画面」を参照してください。 
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変数一覧画面 

設定されている変数と、変数の値を一覧で表示します。変数の初期値を入力しておくこともできます。 

 

 

No. アイコン ボタン名 機能 

1 

 

変数参照ツリーボタン 変数参照ツリー画面を表示します。 

変数参照ツリー画面では、各変数に紐づくノードがツリー構造で表示さ
れ、変数がどのノードで利用されているか確認できます。 

2 

 

変数追加ボタン 変数を新規に追加します。 

3 

 

削除ボタン 選択中の変数を削除します。 

シナリオ内で利用している変数は削除できません。 

4 

 

変数グループ追加ボタン 変数グループを新規に追加します。 

5 

 

変数グループ削除ボタン 選択中の変数グループを削除します。 

変数を持つグループは削除できません。 

6 

 

変数グループ変更ボタン 選択中の変数の変数グループを変更します。 

7 

 

変数名インポートボタン Excelまたは CSV形式のファイルから、変数に使う名前をインポートし
ます。 

8 

 

初期値クリアボタン 選択中の変数の初期値を空欄にします。 
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データ一覧画面 

Excelまたは CSV形式のファイルの読み込み／出力を行います。 

 

 

 

 

No. アイコン ボタン名 機能 

1 

 

データインポートボタン Excelまたは CSV形式のファイルを読み込み、データを表示します。 

2 

  

DB連携ボタン データベースとデータ連携を行い、データベースのテーブル内データを
表示します。 

3 

 

データエクスポートボタン 表示されたデータを、Excelまたは CSV形式でファイルに保存します。 

4 

 

データ一覧クリアボタン データ一覧の内容をクリアします。 
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ログ出力画面 

シナリオ実行時に、作業の実行経過（ログ）を表示します。 

 

 

 

        

 

No. アイコン ボタン名 機能 

1 

 

ログ保存ボタン ログ表示エリアの内容をテキストファイルに保存します。 

2 

 

ログクリアボタン ログ表示エリアの内容をクリアします。 

 

 

WinActorを終了する 

1. メイン画面で［ファイル］－［終了］をクリック 

終了確認メッセージが表示されます。 

2. ［OK］をクリック 

WinActorが終了します。 
編集中のシナリオがある場合、保存確認メッセージが表示されます。 
［はい］をクリックすると編集中のシナリオを保存することができます。 
［いいえ］をクリックすると、WinActorが終了します。 

1 2 

ログ表示エリア 
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3. シナリオを作成する 

シナリオ作成の基礎知識 

シナリオの基本構造 

WinActorのシナリオは、［開始］と［終了］の間に、一連の作業を作業順に配置した構造が基本です。作業は原則とし

て、上から下に向かって一直線に進んでいきます。 

作業内容は、WinActorが理解できる単位にパーツ化されます。フローチャート表示エリアにある［シナリオ］の［開始］

から［終了］をつなぐ線上に、このパーツを作業順に並べると、シナリオが完成します。 

 

❏ ノードとは？ 

コンピュータ上で行う作業をWinActorが理解できる単位でパーツ化したものを、「ノード」と呼びます。 

 

  



3.シナリオを作成する 

 18 

ノードは、WinActorで操作を記録すると、自動的に作成されます。パレットエリアにあらかじめ用意されたノードを利

用することもできます。 

各ノードのプロパティ画面を開くと、詳しい条件や作業内容を設定できます。 

 

 

  

 

          

 NOTE 

▪ パレットエリアの［ノード］タブには基本的なノードが、［ライブラリ］タブには IEや Excelなどの操作に特化したノードや、

いくつかのノードを組み合わせて１つの操作にしたグループなどが用意されています。 

  

パレットエリア フローチャート 

表示エリア 

シナリオ 

ノード 

 ドラッグ＆ 

ドロップ 
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汎用的なシナリオを作るための基本ルール 

操作を記録して作成したノードは、入力・出力の数値が決まっていたり、作業内容がワンパターンであったりするた

め、応用がききません。 

「変数」と、「分岐」「繰り返し」「カウントアップ」「サブルーチン」という特殊なノードを利用することで、汎用的なシナリオ

にすることができます。 

❏ 変数 

シナリオ実行時に使う文字・数値が変動する場合は、変数を利用します。 

変数は、変動する文字や数値を一時的に入れるための、ラベル付きの箱です。円周の公式で言えば、「直径」にあた

るものです。 

 

変数は、単独では動作しません。「文字・数値を取得して変数の箱に入れるノード」と「変数の箱から文字・数値を取得

して作業するノード」の中継地点に置かれた箱が変数です。各ノードのプロパティで、文字・数値そのものではなく箱

のラベル名（＝変数名）を指定しておくことで、実行するたびに異なる文字・数値を代入できる、汎用的なシナリオが作

成できます。 

 NOTE 

▪ 変数には、初期値を設定できます。初期値を設定すると、文字・数値を取得しなかった／取得に失敗した場合、初期値を

使用して作業を進めることができます。 

▪ クリップボードを経由して変数を設定することも可能です。詳しくは、「クリップボードに取得した値を変数に設定す
る」（p.62）を参照してください。 

使用例：Excelに記載された年齢の数値をもとに、次の作業をする 

シナリオには、年齢の値を代入するための変数「年齢」と、Excelの指定セルから値を取得するノードを設定します。 

シナリオを実行すると、Excelから値を取得して変数「年齢」に代入し、次の作業に進みます。 
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❏ 分岐 

条件によって作業の内容を枝分かれさせたい場合は、分岐を利用します。 

条件に合う場合／合わない場合それぞれの作業を用意し、分岐で枝分かれさせます。 

使用例：「年齢」の数値によって処理を変える 

「40歳以上」には人間ドックの案内を、「40歳未満」には健康診断の案内をメール送信するなど、条件によって異なる

処理をしたい場合に利用します。 
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❏ 繰り返し 

終了条件を満たすまで同様の作業を何度も行う場合は、繰り返しを利用します。 

繰り返しを利用すると、作業内容が変更になった場合の修正が最小限で済みます。 

使用例：名簿に記載されたメンバー全員にメールを送信する 

名簿に記載された全員に送信が完了するまで、名簿の上から順に、「メールを作成し、名簿からアドレスを取得して送

信する」という作業を繰り返します。 
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❏ カウントアップ 

処理する箇所を一定の間隔で移動させたい場合は、カウントアップを利用します。 

カウントアップは主に、繰り返しとセットで利用します。 

例：名簿に記載されたメンバー全員にメールを送信する 

名簿の 1行目にある「A さん」にメールを送信後、2行目の「B さん」の処理に移ります。 

このとき、カウントアップに「＋1」を設定することで、1行目＋1＝2行目に処理を移動させることができます。 
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❏ サブルーチン 

複数のノードを組み合わせた一連の作業が、シナリオ上に何度も発生する場合は、サブルーチンを利用します。 

サブルーチンは、メインの操作から切り分けた複数のノードをサブルーチングループにまとめて、名前をつけたもので

す。メインのシナリオ上にサブルーチン呼び出しを配置し、サブルーチン化したノードを指定することで、サブルーチン

化した一連の処理を 1つのノードのように扱えます。 

 NOTE 

▪ 繰り返しではない処理でも、処理の区分けごとにサブルーチン化しておくことで、メインの処理のフローチャートを整理す

ることができます。 

例：「メールを送信する」という動作が特定のタイミングで何度か発生する 

メールを送信する一連の作業をサブルーチンにしておき、タイミングごとに呼び出して利用します。 
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操作を記録する 

ユーザがコンピュータで行った操作をWinActorで記録して、ノードを自動生成することができます。 

 重要 

▪ 操作が記録できないアプリケーションもあります。詳しくは、「WinActor_操作マニュアル」の「2.4.6 記録できない場合」を

参照してください。 

記録モードの概要 

記録方法には、以下の 5つのモードがあります。作業の内容や操作するアプリケーションによって、記録に適した

モードが異なります。 

モードによって、操作の記録方法やシナリオ実行時のアプリケーションへの指示方法が異なるため、記録する内容に

よって使い分けてください。 

 

モード名 主な記録対象操作 補足 

IEモード ・画面上のボタンをクリック 

・チェックボックスを選択 

・ドロップダウンリストから値を選択 

Internet Explorer専用の記録モードです。IEの操作は、本モードで記録
します。 

Internet Explorer 8／9／10／11に対応しています。 

Chrome モード Google Chrome 専用の記録モードです。画面上のボタンや入力欄を 

XPath で管理します。どの入力欄が操作されたのかを XPath で覚えて
自動操作を行います。 

Chrome モードを利用する場合、「WinActor_Chrome 拡張機能インス
トールマニュアル」を参照して下さい。 

イベントモード Officeなど、IE以外の操作は本モードで記録します。 

エミュレーション
モード 

・ボックス内の値をコピー 

・ボックス内に値をペースト 

・キーボード操作 

・マウスクリック 

操作した位置を座標で記録し、その座標で行ったマウスやキーボードの
操作をそのまま再現できます。 

操作対象として、ウィンドウだけでなく、スクリーン（デスクトップ）も指定で
きます。 

操作する画面内にテキストボックスやボタンが無いなど、イベントモード・
IEモードで記録できない場合に利用します。 

画像マッチング ・画面上で特定のアイコンを探して 

 クリック 

表示されたアイコンや入力欄を画像として記録し、その場所で行ったマウ
スやキーボードの操作を記録します。 

記録された画像の有無の判断をする「状態チェック」や、画像を認識した
上で指定個所を「左/右（ダブル）クリック」が可能です。 
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IEモード／Chromeモード／イベントモードで記録する 

ここでは、IEモードの画面を例に説明します。 

❏ ①事前準備をする 

IEモード／Chromeモード／イベントモードの初期設定では、自動記録時にアプリケーション固有の制御記号などを

取得し、変数を自動生成するようになっています。これらの情報が不要な場合は、記録を始める前に設定を変更し、

変数を自動生成しないようにします。 

1. メイン画面で［設定］－［オプション］をクリック 

オプション画面が表示されます。 

 

2. ①［記録］タブをクリック 

②［変数を自動生成する］のチェックをはずす 

③［OK］をクリック 

変数が自動生成されなくなります。 
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❏ ②操作を自動記録する 

1. 操作を記録したいアプリケーションを起動する 

2. WinActor を起動する 

3. メイン画面で  をクリック 

マウスポインタの形状が変わり、記録アプリケーション選択状態になります。 

 

4. アプリケーションのタイトルバーをクリック 

クリックしたアプリケーションが、記録対象として選択されます。 
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5. ①  の▼をクリック 

②ドロップダウンリストで適切なモードが選択されていることを確認 

IEの操作を記録する場合は［IE］、Chromeの操作を記録する場合は［Chrome］、その他のアプリケーション操作を
記録する場合は［イベント］が選択されていることを確認します。 

 

6.  をクリック 

操作の記録が開始されます。 
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7. 記録対象のアプリケーション画面で操作 

フローチャート画面に、自動的にノードのグループが生成されます。 
操作するごとに、グループにノードが追加されます。 
下は、アプリケーション画面で住所コードを入力し、検索ボタンをクリックする操作を行った例です。 

 

8.  をクリック 

操作の記録が停止します。 
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エミュレーションモードで記録する 

1. 操作を記録したいアプリケーションを起動する 

2. WinActor を起動する 

3. メイン画面で  をクリック 

マウスポインタの形状が変わり、記録アプリケーション選択状態になります。 

 

4. アプリケーションのタイトルバーをクリック 

クリックしたアプリケーションが、記録対象として選択されます。 
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5. ①  の▼をクリック 

②ドロップダウンリストで［エミュレーション］を選択 

 

 NOTE 

▪ 指定した記録対象が IEモード／Chromeモード／イベントモードでの記録に対応していない場合は、自動でエミュレー

ションモードが選択されます。 

6.  をクリック 

［記録操作］画面が表示されます。 
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7. 記録対象のアプリケーション画面で操作 

［記録操作］画面の［操作記録リスト］に、座標と操作内容が自動的に記録されます。 
下はアプリケーション画面で、Tabキー・Enterキー・テンキーを使用して「住所コード」と「2720」を入力した例です。 
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8. ①［操作記録リスト］を確認 

②不要な操作がある場合は、不要な行を選択して［操作の削除］をクリック 

 

9. ①［選択部アクション化］をクリック 

②フローチャート表示エリアに、［操作記録リスト］の操作がアクション化されたノードのグループが作成された

ことを確認 

 



3.シナリオを作成する 

 33 

 

10. ［アクション化後停止］をクリック 

［記録操作］画面が閉じ、エミュレーションモードでの記録が終了します。 
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画像マッチングで記録する 

 重要 

▪ 画像マッチングを使用するときは、記録時とシナリオ実行時で、対象画面の表示倍率を一致させてください。（例：IEの表

示倍率を 100%にする） 

表示倍率が異なる画像は別の画像として認識されるため、シナリオがうまく動作しなくなります。 

▪ 画像マッチングで記録したシナリオを実行すると、実行時にシナリオ作成時のキャプチャ画像が表示されます。機密情

報・個人情報などが含まれる場合は、手順 9 を参照してマスクを作成してください。 

例：IEに表示されたロゴマークを指定して記録する 

1. IE を起動し、記録対象のページを開く 

2. WinActor を起動する 

3. ［ノード］－［アクション］－［画像マッチング］をフローチャート表示エリアにドラッグ 

［画像マッチング］ノードが配置されます。 

 

4. ［画像マッチング］ノードをダブルクリック 

画像マッチングのプロパティ画面が表示されます。 
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5.  をクリック 

マウスポインタの形状が変わり、記録アプリケーション選択状態になります。 

 

6. IEのタイトルバーをクリック 

IEが記録対象アプリケーションとして選択されます。 
開いているページのキャプチャ画像が、プロパティ画面上部に表示されます。 
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7. ①  をクリック 

②マッチング画像に指定する範囲をドラッグ 

ドラッグした範囲に赤枠が表示されます。 

 

8. ①マッチング画像の検索範囲を指定したい場合は、  をクリック 

②検索範囲に指定する範囲をドラッグ 

ドラッグした範囲に緑枠が表示されます。 

 

 NOTE 

▪ 対象アプリケーションの画面全体を検索する場合は、検索範囲の指定は不要です。 

  

2 
1 

1 2 
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9. ①マッチング画像からの相対位置でマウス操作位置を指定する場合は、  をクリック 

②マウス操作する位置をクリック 

クリックした位置に青十字が表示されます。 

 

 NOTE 

▪ キャプチャ画像に機密情報・個人情報など、シナリオ実行者に見せたくない情報が含まれる場合は、  または  

を使用して対象画像の範囲を黒く塗りつぶし、シナリオ実行時に情報を確認できないようにできます。 

▪ マッチング画像に指定した画像をマスクすると、画像マッチングが成功しなくなります。 

 

10. ①［マッチ率］を 1～100％の間で指定 

②［タイムアウト］を 0～360,000 ミリ秒（＝360秒＝6分）の間で指定 

③［アクション］で画像マッチング後に行う操作を指定 

④[状態取得結果]で変数名を選択 

⑤［操作位置］でマウス操作位置を X座標、Y座標で指定 

 

 NOTE 

▪ ［マッチ率］の推奨値は 80％～90%です。 

▪ [タイムアウト]の数値は、10,000 ミリ秒＝10秒、1秒＝1,000 ミリ秒です。 

  

2 

1 
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11. ［OK］をクリック 

［画像マッチング］ノードのプロパティが保存されます。 
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シナリオを編集する 

操作を記録して作成したノードを整理・編集します。 

 NOTE 

▪ シナリオを記録せず、あらかじめ用意されたノードの組み合わせだけでシナリオを作成することもできます。 

▪ シナリオは、WinActorが作業できるように、一定のルールに基づいて作成する必要があります。 

▪ シナリオ作成のフローや手順の詳細、ユースケースは「WinActor シナリオ作成実践の手引き」を参照してください。 

ノードを配置・整理する 

❏ ノードを配置する 

あらかじめ用意されたノードを、フローチャート表示エリアに追加します。 

1. ①パレットエリアの［ノード］タブまたは［ライブラリ］タブから任意のノードを選択 

②フローチャート表示エリアにドラッグ＆ドロップ 

ノードが配置されます。 
シナリオの上にドロップすると、ノードがシナリオに追加されます。 

 

 NOTE 

▪ ［ノード］タブには基本的なノードが、［ライブラリ］タブには IEや Excelなどの操作に特化したノードや、いくつかのノード

を組み合わせて１つの操作にしたグループなどが用意されています。 

▪ フローチャート表示エリア内のノードやグループは、自由に配置できます。 
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❏ ノードのプロパティ画面を表示する 

ノードの詳細設定は、各ノードのプロパティ画面を開いて行います。 

1. フローチャート表示エリアに配置したノードをダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

 NOTE 

▪ ノードのプロパティ画面は、ノードを選択した状態で  をクリックしても表示できます。 
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❏ シナリオにコメントを追加する 

フローチャートに付箋メモを追加することができます。 

ノードのコメントに収まらない補足や、共有事項などをフローチャート上に表示させることが可能です。 

1. フローチャート画面で付箋追加したいノードを選択します。 

2. 右クリックメニューで「付箋追加」を選択します。 

 

 

 NOTE 

▪ ノードを選択せずに付箋追加を行った場合、関連付けされていない付箋が追加されます。 

▪ 関連付けされた付箋を選択し、右クリックメニューから付箋の関連付けの解除を行うことができます。 
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❏ ノードをグループ化する 

フローチャート上の連続したノードをグループ化できます。 

グループ化すると、ノードをまとめて移動したり、グループ単位でシナリオを部分実行したりできます。 

 NOTE 

▪ シナリオを部分実行するときは、「シナリオを部分実行する」（p.87）を参照してください。 

1. フローチャート表示エリアで、Ctrlキーを押しながらグループ化するノードをクリック 

 

2. 選択状態で右クリック－［グループ化］をクリック 

グループ化されます。タイトルバーに「グループ」が表示されます。 
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 NOTE 

▪ グループをダブルクリックすると、グループのプロパティ画面が表示されます。グループの名前を変更したり、コメント入力

したりできます。 

▪ パレットエリアの［ノード］タブ－［フロー］－［グループ］をフローチャートにドラッグ＆ドロップすると、空の新規グループが

作成されます。ここにノードを挿入して、グループ化することもできます。 
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❏ サブルーチンを作成する 

同じ動作が特定のタイミングで複数発生する場合、その動作をメインの操作から切り分けてグループ化し、処理発生

時に呼び出すようにできます。 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［フロー］－［サブルーチングループ］をフローチャート表示エリアにドラッグ＆ド

ロップ 

サブルーチングループが配置されます。 

 

2. サブルーチングループ内にサブルーチン化するノードを配置 

作成済みのシナリオをサブルーチングループ内へドラッグ＆ドロップしても挿入できます。 
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3. サブルーチングループをダブルクリック 

 

4. ①プロパティ画面で［名前］に任意の文字列を入力 

②［OK］をクリック 

サブルーチン名が設定されます。 

 

 NOTE 

▪ サブルーチン名は、サブルーチンの呼び出しに使用します。わかりやすい名前をつけておくことをお勧めします。 

  

2 
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❏ 作成したサブルーチンをシナリオに配置する 

ノード［サブルーチン呼び出し］を使用すると、作成済みのサブルーチンを、シナリオ内に 1つのノードとして配置でき

ます。 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［フロー］－［サブルーチン呼び出し］をフローチャート表示エリアのシナリオにド

ラッグ＆ドロップ 

シナリオにノード［サブルーチン呼び出し］が配置されます。 
 

 

2. ［サブルーチン呼び出し］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 
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3. ①［サブルーチン名］のプルダウンで呼び出すサブルーチン名を選択 

②［OK］をクリック 

呼び出すサブルーチンが設定されます。 

 

 NOTE 

▪ ［返り値］ には、サブルーチン終了から指定された返り値を設定する変数を指定することができます。 
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❏ 分岐を設定する 

特定の条件で、作業を分岐させるときに利用します。 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［フロー］－［分岐］をフローチャート表示エリアのシナリオにドラッグ＆ドロップ 

シナリオに［分岐グループ］が配置されます。 

 

 NOTE 

▪ 3つ以上に分岐させる場合は、［ノード］タブ－［フロー］の［多分岐］をシナリオにドラッグ&ドロップします。 

2. ［分岐グループ］の［分岐］をダブルクリック 

プロパティ画面が開きます。 
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3. ［条件式設定］をクリック 

条件式が設定され、フローチャートが表示されます。 

条件式の設定方法については、「条件式を設定する」（p.50）を参照してください。 

  

4. ①条件式を満たす場合に実行する処理を Trueグループの中に作成 

②条件式を満たさない場合に実行する処理を Falseグループの中に作成 

分岐グループのシナリオが作成されます。 
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❏ 条件式を設定する 

ノード［分岐］／［多分岐］／［繰り返し］／［後判定繰返］は、プロパティ画面で条件式を設定する必要があります。ここ

では、プロパティ画面で条件式を設定する方法について詳しく記載します。 

 NOTE 

▪ 条件式を設定せずにシナリオを実行すると、プロパティ未設定である旨の警告が出ます。 

例：設定済みの変数「年齢」の値が 40以上の場合「真」、40未満の場合「偽」と判定する場合 

1. プロパティ画面を開き、［条件式設定］をクリック 

条件式設定画面が表示されます。 

 

2. ［値１］のプルダウンで［年齢］を選択 

［値 1］に［年齢］が設定されます。 
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3. ［比較演算子］のプルダウンで［≧］をクリック 

比較演算子が設定されます。 

 

 NOTE 

▪ 比較演算子についての説明は、「WinActor_操作マニュアル」の「5.19.1 比較演算子」を参照してください。 

▪ 比較演算子は、正規表現や曖昧一致（半/全角、大/小文字を区別しない）にも対応します。 

4. ①［値２］プルダウンで［値⇒］をクリック 

②［40］と入力 

［値 2］が設定されます。 

 

5. ①［OK］をクリック 

②プロパティ画面で［OK］をクリック 

条件式が設定されます。 
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❏ 繰り返しを設定する 

ある条件を満たすまで、同じ動作を繰り返し行うときに利用します。 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［フロー］－［繰り返し］をフローチャート表示エリアのシナリオにドラッグ＆ドロッ

プ 

シナリオに［繰り返しグループ］が配置されます。 

 

2. ［繰り返しグループ］の［繰り返し］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

  



3.シナリオを作成する 

 53 

3. ①［条件式設定］をクリック 

②条件式を設定－［OK］をクリック 

条件式が設定され、フローチャートが表示されます。 

条件式の設定方法については、「条件式を設定する」（p.50）を参照してください。 

 NOTE 

▪ ［回数］    ・・・指定された回数分繰り返す 

▪ ［範囲］    ・・・指定された数値の範囲で繰り返す 

▪ ［データ数］  ・・・Excel,csv ファイルを使い、データ数分繰り返す 

▪ ［カウンタ」  ・・・ループカウンタを保持する変数を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 
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4. 繰り返しグループに繰り返す処理を作成 

繰り返しグループのシナリオが作成されます。 

 NOTE 

▪ ノード［繰り返し］の場合、条件式を空白のまま（値⇒）で［OK］をクリックすると、無限ループの動きになります。この場合、

［繰り返しグループ］の中にノード［分岐］を追加して終了条件を設定し、終了する場合の処理としてノード［繰り返し終了］

を追加してください。分岐について、詳しくは「分岐を設定する」（p.48）を参照してください。 
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❏ カウントアップを設定する 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［変数］－［カウントアップ］をフローチャート表示エリアの繰り返しグループ内に

ドラッグ＆ドロップ 

繰り返しグループ内に［カウントアップ］が配置されます。 

 

2. ［カウントアップ］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 
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3. ①［計算結果］のプルダウンで、加算したい変数名を選択 

②［加算値］に加算したい値を入力 

③［OK］をクリック 

カウントアップが設定されます。 

 

 NOTE 

▪ 変数が未設定の場合、選択項目は表示されません。 

▪ プルダウンで［＊］を選択し、任意の文字列を入力することもできます。その場合は、手順③で［OK］をクリックすると新規

変数を登録する確認画面が表示されます。 

変数を作成する 

❏ プロパティ画面で変数を新規作成する 

ノードのプロパティ画面で［変数名を選択］または［変数名または値を選択］と表示されている欄から、変数を新規作成

することができます。 

1. フローチャート表示エリアに配置したノードをダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

2. ①［変数名を選択］または［変数名または値を選択］と表示された欄をクリック 

②プルダウンで［*］をクリック 

 

 NOTE 

▪ 設定済みの変数がある場合、［*］以外にも選択項目が表示されます。 
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3. ①変数名に設定したい文字列を入力 

②［OK］をクリック 

変数一覧への登録を確認する画面が表示されます。 

 

 

4. ［OK］をクリック 

変数が新規登録されます。 
登録した変数が［変数一覧］画面に表示されます。 

 

5. 設定された変数に初期値を設定する場合、［変数一覧］画面の［初期値］に初期値を入力 

初期値が設定されます。 
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❏ ［変数一覧］画面で変数を新規作成する 

1. ［変数一覧］画面で  をクリック 

新しい変数が追加されます。 

 

2. 追加された変数の［変数名］に任意の名前を入力 

変数名が設定されます。 

 

3. 設定された変数に初期値を設定する場合、［初期値］に初期値を入力 

初期値が設定されます。 
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❏ 変数インポート機能で変数を新規作成する 

Excelまたは CSV ファイルの 1行目がヘッダ行（データの項目名が書かれている）の場合、変数インポート機能を使

うことができます。 

1. ［変数一覧］画面で  をクリック 

ファイル選択画面が表示されます。 

 

2. ①インポートするファイルを選択 

②［開く］をクリック 

［変数名インポート］画面が表示されます。 
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3. ①不要な変数名のチェックを外す 

②［OK］をクリック 

③インポート成功のメッセージが表示されたら［OK］をクリック 

Excelや CSVの 1行目が、変数として取り込まれます。 
Excelや CSVの 2行目に値が入力されている場合、2行目の値が初期値として取り込まれます。 
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クリップボード操作を設定する 

❏ 変数の値をクリップボードに取得する 

変数の値を、クリップボードを経由して受け渡しする場合は、ノード［クリップボード］を使用します。 

 NOTE 

▪ クリップボードに取得できるのはテキスト形式のみ 1,024文字までです。テキスト形式以外は空文字が格納されます。 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［アクション］－［クリップボード］をフローチャート表示エリアにドラッグ＆ドロップ 

ノード［クリップボード］が配置されます。 

 

2. ノード［クリップボード］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 
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3. ①［クリップボードへ値を設定］をクリック 

②［設定値］のプルダウンで変数名を選択 

③［OK］をクリック 

［設定値］の変数が持つ値をクリップボードに取得するノードになります。 

 

 

❏ クリップボードに取得した値を変数に設定する 

変数の値を、クリップボードを経由して受け渡しする場合は、ノード［クリップボード］を使用します。 

 NOTE 

▪ クリップボードに取得できるのはテキスト形式のみ 1,024文字までです。テキスト形式以外は空文字が格納されます。文

字数制限は[シナリオ情報]画面から解除することが出来ます。 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［アクション］－［クリップボード］をフローチャート表示エリアにドラッグ＆ドロップ 

シナリオに［クリップボード］が配置されます。 
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2. ノード［クリップボード］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

3. ①［クリップボードの値を取得］をクリック 

②［取得結果］のプルダウンで変数名を選択 

③［OK］をクリック 

クリップボードが持つ値を［取得結果］の変数に設定するノードになります。 
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テキストボックス操作を設定する 

❏ テキストボックスに表示された文字列を変数に設定する 

IEモード／Chromeモード／イベントモードでは、テキストボックスに表示されている文字列を取得して、変数に格納

できます。例えば、IEで検索した結果を取り込むときなどに使用します。 

例：記録対象アプリケーションが IEの場合 

1. IEで、文字列を取得したいページを表示する 

2. パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［04_自動記録アクション］－［文字列取得(IE)］をフローチャート表示エリ

アにドラッグ＆ドロップ 

ライブラリ［文字列取得(IE)］が配置されます。 
 

 

 NOTE 

▪ 記録対象アプリケーションが、Windowsのアプリケーションや Officeの場合は、パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［04_

自動記録アクション］－［文字列取得(WIN32)］を使用します。 
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3. ライブラリ［文字列取得(IE)］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

4. ①プロパティ画面で［ウィンドウ識別名］横の  をクリック 

②記録アプリケーション選択状態のマウスポインタを、文字列を取得する IE画面上に移動 

③IE画面がオレンジの枠で囲まれたことを確認したら、IE画面をクリック 

IEが記録対象アプリケーションに設定されます。 
プロパティ画面の［対象コントロール指定］横のボタンが［未設定］に変わります。 

 

  



3.シナリオを作成する 

 66 

5. ①プロパティ画面の［対象コントロール指定］横の  をクリック 

②IE画面で、対象コントロール指定状態のマウスポインタを、文字列を取得するテキストボックスにあわせる 

③オレンジの枠が表示されたらテキストボックスをクリック 

記録対象のテキストボックスが設定されます。 

 

6. ①プロパティ画面の［取得結果］のプルダウンをクリック 

②取得した文字列を格納する変数名を選択 

取得した文字列を格納する変数名が指定されます。 

 

7. ［OK］をクリック 

プロパティの設定が完了します。 
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❏ テキストボックスに変数または指定の値を入力する 

テキストボックスに、変数または指定の値を入力できます。 

例：記録対象アプリケーションが IEの場合 

1. IEで、文字列を入力したいページを表示する 

2. パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［04_自動記録アクション］－［文字列設定(IE)］をフローチャート表示エリ

アのシナリオにドラッグ＆ドロップ 

シナリオに［文字列設定(IE)］が配置されます。 

 

 NOTE 

▪ 記録対象アプリケーションが、Windowsのアプリケーションや Officeの場合は、パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［04_

自動記録アクション］－［文字列設定(WIN32)］を使用します。 
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3. ［文字列設定(IE)］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

4. ①プロパティ画面で［ウィンドウ識別名］横の  をクリック 

②記録アプリケーション選択状態のマウスポインタを、値を入力する IE画面上に移動 

③IE画面がオレンジの枠で囲まれたことを確認したら、IE画面をクリック 

IEが記録対象アプリケーションに設定されます。 
プロパティ画面の［対象コントロール指定］横のボタンが［未設定］に変わります。 
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5. ①プロパティ画面の［対象コントロール指定］横の  をクリック 

②IE画面で、対象コントロール指定状態のマウスポインタを、値を入力するテキストボックスにあわせる 

③オレンジの枠が表示されたらテキストボックスをクリック 

記録対象のテキストボックスが設定されます。 

 

6. ①プロパティ画面の［設定値］のプルダウンをクリック 

②変数を入力する場合は変数名を選択 

 指定の値を入力する場合は［値⇒］を選択して設定値を入力 

入力する値が設定されます。 

 

7. ［OK］をクリック 

プロパティの設定が完了します。 
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アプリケーション操作を設定する 

❏ 指定したウェブサイトを IEで開く 

InternetExplorerを起動し、URLを指定してウェブサイトを開く方法について説明します。 

1. パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［17_IE関連］－［URL を指定して IE起動］をフローチャート表示エリア

にドラッグ＆ドロップ 

ライブラリ［URL を指定して IE起動］が配置されます。 
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2. ライブラリ［URLを指定して IE起動］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

3. ①［URL］のプルダウンをクリック 

②URLが格納されている変数名を選択 

 または［値⇒］を選択してURL を入力 

ウェブサイトの URLが設定されます。 

 

 重要 

▪ ［URL］を変数名で指定した場合は、次のどちらかの設定が必要です。 

- ライブラリ［URL を指定して IE起動］よりも前に、指定した変数に URLの値を取得するノードを設定する 

- 変数一覧で、指定した変数の初期値に URL を設定する 

4. ［OK］をクリック 

設定が完了します。 

  

1 2 
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❏ ファイルを開く 

テキストファイル／Officeで作成したファイル／pdf ファイル／exe ファイルの起動方法について説明します。 

1. パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［13_ファイル関連］－［02_ファイル操作］－［ファイルと関連づいている

アプリ起動］をフローチャート表示エリアにドラッグ＆ドロップ 

ライブラリ［ファイルと関連づいているアプリ起動］が配置されます。 

 

2. ライブラリ［ファイルと関連づいているアプリ起動］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

 



3.シナリオを作成する 

 73 

3. ①［パス］のプルダウンをクリック 

②ファイルの絶対パスが格納されている変数名を選択 

 または［値⇒］を選択して対象ファイルの絶対パスを入力 

開くファイルが、絶対パスで設定されます。 

 

 重要 

▪ ［パス］を変数名で指定した場合は、次のどちらかの設定が必要です。 

- ライブラリ［ファイルと関連づいているアプリ起動］よりも前に、指定した変数に絶対パスの値を取得するノードを設定

する 

- 変数一覧で、指定した変数の初期値に絶対パスを設定する 

4. ［OK］をクリック 

設定が完了します。 

 NOTE 

デスクトップにあるファイルを開きたいときは 

▪ パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［13_ファイル関連］－［02_ファイル操作］－［デスクトップにあるファイルを開く］をフ

ローチャート表示エリアにドラッグ＆ドロップして設定することもできます。 

ファイルの絶対パスを簡単に取得したいときは 

ファイルをプロパテイ画面の[パス]にドラッグするか、以下の手順で取得できます。ここでは、デスクトップに保存して

いる「Sample.txt」の絶対パスを例にします。 

1. ファイルをクリックする 

ファイルが選択状態になります。 

2. ①Shiftキーを押しながら右クリック 

②［パスとしてコピー］をクリック 

ファイルの絶対パスがクリップボードにコピーされます。 

3. 任意の場所に貼り付け（Ctrl+V） 

4. 前後のダブルクォーテーションを削除 

例："C:¥Users¥[ユーザ名]¥Desktop¥Sample.txt" 
        ↓ 
    C:¥Users¥[ユーザ名]¥Desktop¥Sample.txt 
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❏ Excelからセルの値を取得して変数に設定する 

開かれている Excelのセルの値を取得して変数に格納する方法について説明します。 

 NOTE 

▪ ［18_Excel関連］内のライブラリを使用するときは、操作対象の Excel ファイルの絶対パスを指定する必要があります。

あらかじめ絶対パスを格納する変数を作成し、初期値に絶対パスを設定しておくと便利です。変数の作成と初期値の設

定について、詳しくは「変数を作成する」（p.56）を参照してください。 

1. パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［18_Excel関連］－［Excel操作(値の取得)］をフローチャート表示エ

リアにドラッグ＆ドロップ 

ライブラリ［Excel操作(値の取得)］が配置されます。 

 

 重要 

▪ ライブラリ［Excel操作(値の取得)］の実行よりも前に、対象となる Excel ファイルを開いておかなくてもシナリオ実行可能

です。ファイルを開くノードの追加について、詳しくは、「ファイルを開く」（p.72）を参照してください。 

 NOTE 

▪ 取得するセルの指定方法により、2種類のライブラリから選択します。 

［Excel操作(値の取得)］…セル位置で指定します。（例：A1） 

［Excel操作(値の取得 2)］…行と列とを分けて指定します。（例：A1セルの場合、行→1、列→A） 
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2. ライブラリ［Excel操作(値の取得)］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

3. ①［ファイル名］に値の取得を行う Excelファイルの絶対パスを入力 

②［シート名］にシート名を入力 

③［セル位置］にセル位置を入力 

④［格納先変数］のプルダウンをクリックして変数名を指定 

値を取得するセルと、取得した値を格納する変数が設定されます。 

 

 重要 

▪ ［ファイル名］［シート名］［セル位置］を変数名で指定した場合は、次のどちらかの設定が必要です。 

- ライブラリ［Excel操作(値の取得)］よりも前に、指定した変数にそれぞれの値を取得するノードを設定する 

- 変数一覧で、指定した変数の初期値にそれぞれの値を設定する 

4. ［OK］をクリック 

設定が完了します。 

1 

2 

3 

4 
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❏ Excelのセルに値を入力する 

開かれている Excel ファイルのセルに、変数などの値を入力する方法について説明します。 

 NOTE 

▪ ［18_Excel関連］内のライブラリを使用するときは、操作対象の Excel ファイルの絶対パスを指定する必要があります。

あらかじめ絶対パスを格納する変数を作成し、初期値に絶対パスを設定しておくと便利です。変数の作成と初期値の設

定について、詳しくは「変数を作成する」（p.56）を参照してください。 

1. パレットエリアの［ライブラリ］タブ－［18_Excel関連］－［Excel操作(値の設定)］をフローチャート表示エ

リアにドラッグ＆ドロップ 

ライブラリ［Excel操作(値の設定)］が配置されます。 
 

 

 重要 

▪ ライブラリ［Excel操作(値の設定)］の実行よりも前に、対象となる Excel ファイルを開いておかなくてもシナリオ実行可能

です。ファイルを開くノードの追加について、詳しくは、「ファイルを開く」（p.72）を参照してください。 

 NOTE 

▪ 取得するセルの指定方法により、2種類のライブラリから選択します。 

［Excel操作(値の設定)］…セル位置で指定します。（例：A1） 

［Excel操作(値の設定 2)］…行と列とを分けて指定します。（例：A1セルの場合、行→1、列→A） 
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2. ［Excel操作(値の設定)］をダブルクリック 

プロパティ画面が表示されます。 

 

3. ①［設定値］に入力する値または変数を入力 

②［ファイル名］に値を入力する Excelファイルの絶対パスを入力 

③［シート名］にシート名を入力 

④［セル位置］にセル位置を入力 

セルに入力する値または変数と、値を入力するセルが設定されます。 

 

 重要 

▪ ［ファイル名］［シート名］［セル位置］を変数名で指定した場合は、次のどちらかの設定が必要です。 

- ライブラリ［Excel操作(値の設定)］よりも前に、指定した変数にそれぞれの値を取得するノードを設定する 

- 変数一覧で、指定した変数の初期値にそれぞれの値を設定する 

4. ［OK］をクリック 

設定が完了します。 

1 

2 

3 
4 
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❏ Excelからデータを一行ずつ読み取って処理をする 

データ一覧機能を使うと、Excelまたは CSV ファイルを一行ずつ読み取って処理をするシナリオを作成できます。 

 重要 

▪ データ一覧機能を使ったシナリオを実行した結果、変数のデータが変更された場合や変数に値が設定された場合は、変

更結果がそのまま読み取り元の Excelまたは CSV ファイルに反映されます。 

 NOTE 

▪ データ一覧機能では、1行目がヘッダ行で 2行目以降がデータ行となっているファイルのみ取り扱えます。 

▪ 変数名インポート機能であらかじめ変数を作成しておくと、Excelや CSV ファイルの１行目の項目名が変数名として対応

づけられます。詳しくは「変数インポート機能で変数を新規作成する」（P.59）を参照してください。 

1. ［データ一覧］画面の  をクリック 

ファイル選択画面が表示されます。 

 

2. ①インポートするファイルを選択 

②［開く］をクリック 

データ一覧画面が表示されます。 
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3. 不要なデータ行のチェックを外す 

シナリオ実行時には、チェックの入っている行について、処理が繰り返されます。 

 

4. シナリオを実行 

シナリオ実行時の画面例は以下のとおりです。実行済みの行はチェックが外れます。 
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例：データ一覧を使うシナリオとデータ一覧を使わないシナリオとの比較 

Excelの顧客リストを読み取ってWordのテンプレート文を置換し、Outlookでメール送信を行うシナリオで説明しま

す。 

 

データ一覧を使用しない場合は、データの最終行を取得して、繰り返しノードに最終行まで繰り返す条件式を設定し、

ライブラリ［Excel操作(行の読み取り)］で 1行ずつ読み取るようなシナリオになります。 
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エラーの検知・処理方法を設定する 

エラーの検知には、部分的に検知する方法（例外処理）とシナリオ全体で検知する方法（監視ルール）とがあります。 

❏ 例外処理を設定する 

シナリオ実行中に異常を検知した場合、通常とは異なる処理を行うように設定できます。 

異常がない場合の処理は［正常系］、異常がある場合の処理は［異常系］に配置します。 

 NOTE 

▪ 異常の定義について、詳しくは「WinActor_操作マニュアル」の「6.3.8.3 監視ルール」を参照してください。 

1. パレットエリアの［ノード］タブ－［フロー］－［例外処理］をフローチャート表示エリアにドラッグ＆ドロップ 

ノード［例外処理グループ］が配置されます。 
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2. ［正常系］に通常の作業のシナリオを配置 

 

3. ［異常系］に異常が起きたときのシナリオを配置 

異常が起きたときの処理が設定されます。 
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❏ 監視ルールを設定する 

異常を知らせる画面やポップアップの出現を検知するルールを設定できます。 

また、異常を検知したときに行う処理を定義できます。 

1. 検知対象にするアプリケーションを起動する 

2. ［監視ルール一覧］画面で  をクリック 

［監視ルール登録］画面が表示されます。 

 

3. ①［ウィンドウ識別名］横の  をクリック 

②検知対象にするアプリケーションの画面をクリック 

選択したアプリケーションが検知対象に設定されます。 
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4. ①必要に応じて［対処種別］を設定 

②［OK］をクリック 

監視ルールが登録されます。 
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4. シナリオを実行する 

シナリオ実行の準備をする 

 重要 

▪ WinActorで作業するときは、シナリオファイル以外にもファイルが必要になる場合があります。配布されたデータや、シ

ナリオ作成者からの指示をよく確認してから、作業を始めてください。 

1. 作業に必要なデータや情報を、所定の場所に揃えておく 

詳しくは、シナリオ作成者の指示に従ってください。 

2. シナリオファイルをダブルクリック 

WinActorが起動し、シナリオが読み込まれます。 

 

以上で準備は完了です。次に進んでください。 
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シナリオを実行する 

シナリオ全体を実行する 

1. メイン画面で  をクリック 

シナリオに従って、作業が始まります。 
以下のショートカットキーでも実行可能です。 
キー：Ｆ５ 

 

 重要 

▪ シナリオ実行中は、コンピュータを操作しないでください。シナリオが正しく動作しない場合があります。 

 NOTE 

▪ シナリオ実行中、フローチャート画面にはシナリオの進捗状況が表示されます。 

フローチャート画面で青色に表示されているノード部分が、WinActorが作業中の操作です。 

 

2. メイン画面に［実行完了］と表示されたことを確認 

表示がある場合は、シナリオの実行が正常に完了しています。 
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シナリオを部分実行する 

シナリオの一部分だけを選択して実行できます。 

 NOTE 

▪ 実行版ライセンスのユーザは、シナリオ作成者の指示が無い限り、本機能を使用する必要はありません。本機能は、主

にシナリオ作成時の検証に使用します。 

1. メイン画面ー［実行］のプルダウンで［部分］を選択 

 

2. フローチャート画面で部分実行したいノード／グループ／サブルーチンを選択 

選択したノードはグレーに、グループ／サブルーチンは、背景が濃い色に変わります。 

 

 重要 

▪ 複数のノードを飛び飛びに選択した場合は、部分実行ができません。 

▪ ノードが選択されていない場合は部分実行ができません。  
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3. メイン画面で  をクリック 

シナリオが、手順 2で選択した部分のみ実行されます。 

 
 
 

シナリオをステップ実行する 

「ブレイクポイント一覧」画面から、ノード単位で実行（ステップ実行）することができます。 

一時停止中および実行待ち状態から行います。 

1. メイン画面-[表示]-[ブレイクポイント一覧]を選択 

 

2. 「ステップ実行」アイコンを押下 

「ステップ実行」アイコンを押下することにより、一時停止中および実行待ち状態のノードを実行します。 
以下のショートカットキーでも実行可能です。 
キー：Ｆ7 
 
実行待ち状態からのステップ実行の場合、フローチャートの先頭ノードに実行対象が移り一時停止中の状態となりま
す。 
実行対象ノードは青く表示されます。 
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途中のノードからステップ実行する場合、ノードの右クリックメニューから「ブレイクポイントを追加」を選択し、ブレイク
ポイントを設定します。 
 
シナリオを実行すると、ブレイクポイントが設定されたノードで、青く表示されたまま（実行されずに）一時停止します。 
詳しくは「WinActor_操作マニュアル」の「5.3.7.11 ブレイクポイント追加」を参照してください。 

 

 

  先頭ノードが対象となり、 

実行前に一時停止する 

  

  

ブレイクポイントを 

設定したノードが対象となり、 

一時停止する 
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3. ステップ実行後 

「ステップ実行」アイコンを押下すると一時停止していたノードが実行され、次のノードが一時停止中の状態となりま
す。 

 

 

 重要 

▪ 実行版ライセンスのユーザは、シナリオ作成者の指示が無い限り、本機能を使用する必要はありません。本機能は、主

にシナリオ作成時の検証に使用します。 

▪  

 NOTE 

▪ 「実行タブ」でショートカットキーを設定することもできます。詳しくは「ショートカットキーを設定する」（p.93）を参照して

ください。 
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シナリオの実行を停止／一時停止する 

実行中のシナリオを、停止または一時停止することができます。 

❏ シナリオを停止する 

1. メイン画面で  をクリック 

シナリオの実行が停止されます。 

 

 NOTE 

▪ ショートカットキーでシナリオを停止・一時停止することもできます。詳しくは「ショートカットキーを設定する」（p.93）を

参照してください。 
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❏ シナリオを一時停止する 

1. シナリオ実行中に、メイン画面で  をクリック 

シナリオの実行が一時停止されます。 

 

2. シナリオを停止する場合は、メイン画面で  をクリック 

一時停止したところから処理を再開する場合は、  をクリック 

 

 NOTE 

▪ ショートカットキーでシナリオを停止・一時停止することもできます。詳しくは「ショートカットキーを設定する」（p.93）を

参照してください。 
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❏ ショートカットキーを設定する 

実行中のシナリオを停止／一時停止するショートカットキーを設定できます。 

1. メイン画面で［設定］－［オプション］をクリック 

オプション画面が表示されます。 

 

2. ①［実行］タブの［ショートカットキー］の［停止］などの文字列を選択 

②キーボードでショートカットキーに設定するキーを押す 

ショートカットキーとして利用できるキーは、英数字キー（A～Z、0～9）です。装飾キーとして「Ctrl」「Alt」が利用可能
です。 

 

 NOTE 

▪ ショートカットキーの初期設定は、上記画面のとおりです。 

3. ［OK］をクリック 

ショートカットキーが設定されます。 
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シナリオの実行が自動的に停止したときは 

シナリオの停止には、実行完了した場合と、途中でエラーが発生した場合があります。 

❏ メイン画面に［実行完了］と表示されている場合 

シナリオの実行が正常に完了しています。 

 

❏ エラーメッセージが表示されている 

エラーの発生により、シナリオの実行が途中で停止しています。 

1. ①エラーメッセージの内容を確認する 

②［OK］をクリック 

シナリオが一時停止状態になります。

 

 

2. シナリオ配布元に連絡する 

シナリオ作成者は、エラーを解消してください。 
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❏ エラーを解消するための操作例 

例：ノードのプロパティ設定を見直す場合 

1. メイン画面で  をクリック 

2. フローチャート画面でノードをダブルクリック 

3. プロパティ画面で設定を変更し、［OK］をクリック 

例：操作対象のアプリケーションの状態を手動で変更する場合 

1. アプリケーションの画面で状態を変更 

2. メイン画面で  をクリック 

例：手動変更の場合 

アプリケーションのウィンドウが最大化されておらず、マッチング箇所が見切れていて確認できない場合は、アプリ

ケーション画面を最大化してから、再度実行します。 
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実行ログを確認する 

ログ出力画面で確認する方法とログファイルで確認する方法があります。 

ログ出力画面で確認する 

1. ［ログ出力］画面でログを確認 

 

 NOTE 

▪ ノード IDのハイパーリンクをクリックすることで該当のノードが選択状態となります。 

 

2. ①ログをテキストファイルとして保存する場合は、  をクリック 

②保存場所とファイル名を指定して［OK］をクリック 

テキストファイルとして保存されます。 

 

   

 

  

1 
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ログファイルを出力して確認する 

ログファイルを出力して、テキストファイルで確認します。 

ログファイルを出力する前に、出力オプションを設定しておきます。 

1. メイン画面で［設定］－［オプション］をクリック 

［オプション］画面が表示されます。 

 

2. ①［ログ］タブの［実行ログを常に出力する］をチェック 

②ログの保存先を指定 

③［OK］をクリック 

出力オプションが設定されます。 

 

  

1 

2 

3 
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3. シナリオを実行する 

シナリオ実行結果のログが、テキストファイルに出力されます。 
出力ログファイルの例は以下のとおりです。 

 

 重要 

▪ 実行ログは、出力されるログのファイルサイズに制限を設けていないため、肥大化する可能性があります。適宜ファイル

を削除、移動して運用されることをお勧めします。 
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5. もっと便利に使う 

 

今後、順次追加予定です。 
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6. 困ったときには 

 

今後、順次追加予定です。 

 



7.索引 

 101 

7. 索引 

C 

Chromeモード.......................................................... 24, 25, 30 

Ｉ 
IEモード ............................................................. 24, 25, 30, 64 

Ｒ 

RPA ...................................................................................... 5 

あ 

アクション（画像マッチング） ...................................................34 
値の取得（Excel操作） ..........................................................74 
値の設定（Excel操作） ..........................................................76 

い 

異常系 ..................................................................................81 
イベントモード ........................................................... 24, 25, 30 
イメージ画面 .......................................................................130 
インストール ........................................................................... 9 

え 

エミュレーションモード ......................................................24, 29 
エラーの検知 ........................................................................81 

か 

カウントアップ ..................................................................22, 55 
画像マッチング ................................................................24, 34 
監視ルール ...........................................................................83 
監視ルール一覧画面 ............................................................10 

き 

起動方法 ............................................................................... 9 
記録 .....................................................................................24 

く 

繰り返し ..........................................................................21, 52 
繰り返し終了 .........................................................................54 
クリップボード ........................................................................61 
グループ化（ノード） ...............................................................42 

さ 

サブルーチン ............................................................ 23, 44, 46 

し 

実行 ..................................................................................... 85 
実行版 ................................................................................... 5 
シナリオ............................................................................ 5, 17 
終了方法 .............................................................................. 16 
ショートカットキー ...................................................... 86, 88, 93 
条件式 ................................................................................. 50 
状態取得結果（画像マッチング） ............................................ 37 
初期値 ................................................................................. 57 

す 

ステップ実行 ......................................................................... 88 

せ 

正常系 ................................................................................. 81 
絶対パス（ファイル） .............................................................. 73 

そ 

操作位置（画像マッチング） .................................................... 37 

た 

タイムアウト（画像マッチング） ................................................ 37 

て 

データ／変数インポート ............................................. 15, 59, 78 
データ一覧画面 .................................................................... 15 
データ一覧機能 .................................................................... 78 

の 

ノード .............................................................................. 17, 39 

ひ 

日付形式・タイムゾーン ......................................................... 13 

ふ 

ファイルを開く（ファイルと関連づいているアプリ起動） ............. 72 
付箋 ..................................................................................... 41 
フル機能版 ............................................................................. 5 
フローチャート画面 ................................................................ 12 
プロパティ（ノード） ................................................................. 40 
分岐 ............................................................................... 20, 48 

へ 

編集（シナリオ） ..................................................................... 39 
変数 ............................................................................... 19, 56 
変数一覧画面 ....................................................................... 14 



7.索引 

 102 

ほ 

ホームページを開く（URL を指定して IE起動） .......................70 

ま 

マッチ率（画像マッチング） .....................................................37 

め 

メイン画面 .............................................................................11 

も 

文字の入力（文字列設定） .....................................................67 

文字列の取得（文字列取得） ................................................. 64 

ら 

ライブラリ ...................................................... 18, 39, 64, 67, 70 

れ 

例外処理 .............................................................................. 81 

ろ 

ログ出力画面 ................................................................. 16, 96 

 

 

 

 

 



 

 

8. 変更履歴 

 

版数 変更日 章節項番 修正内容 

1.0 2017/11/27  新規作成 

1.1 2017/12/21 全般 

 

文言の統一 

1章 

WinActorの活用フロー 

3章 

シナリオを編集する 

汎用的なシナリオを作るための基本

ルール 

文言の修正 

1.2 2018/11/01 1章 

シナリオとは？ 

マニュアルの使い方 

3章 

条件式を設定する 

文言の修正 

 

7章 

索引 

不要な索引を削除 

Ver4から Var5に伴う変更 

 

・変数一覧の画像・説明 

・データ一覧の画像・説明 

・画像マッチングの画像 

・拡張子の削除 

1.3 2019/11/01 2章 

WinActor を起動する 

各画面の機能と役割 

3章 

シナリオ作成の基礎知識 

操作を記録する 

シナリオを編集する 

アプリケーション操作を設定する 

シナリオを実行する 

4章 

実行ログを確認する 

文言の修正 

7章 

索引 

・不要な索引を削除 

・索引の追加 

Ver5から Ver6に伴う変更 ・変更された画面の画像・説明 

・おもな新規機能の記載 

 

「WinActor 初心者の手引き」 第 1.3版 

2019年 11月 第 1.3版発行 


